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志
太
糠
隠

一匹
フ
グ
ビ
ー
日
本
代
表

の
斉
藤
祐
也
さ
ん
（３８
）
が

・２
日
、
藤
枝
市
の
藤
枝
総

合
運
動
公
園
多
目
的
広
場

を
訪
れ
、
市
内
の
小
学
生

約
４０
人
に
ラ
グ
ビ
ー
ボ
ー

ル
を
使

っ
た
練
習
を
指
導

し
た
。
斉
藤
さ
ん
は
バ
ル

セ
ロ
ナ
五
輪
競
泳
２
０
０

肝
平
泳
ぎ
金
メ
グ
リ
ス
ト

岩
崎
恭
子
さ
ん
の
大
。
自

由
な
発
想
で
の
遊
び
を
引

き
出
す

「ふ
じ
え
だ
プ
レ

イ
パ
ー
ク
」
の

一
環
と
し

て
行

っ
た
。

ら
い
、
静
岡
が
げ
た
の
産
地
で
あ
る

こ
と
も
知
っ
て
ほ
し
い
」
と
話
し
た
。

固
□
日

「
金
谷
宿
大
学
」
生
徒

が
和
紙
絵

画
作
品
展

島
田
市
教
育
委
員
会
の
生
涯
学
習

麒

日
ま
で
、
同
市
の
金
谷
図
書
館
で
開

か
れ
て
い
る
＝
写
真
＝
。

生
徒
１７
人
が
■
点
ず
つ
出
品
し
て

い
る
。
新
緑
に
囲
ま
れ
た
渓
流
や
の

ど
か
な
湖
畔
の
風
景
、
キ
ウ
イ
フ
ル

か
ら
相

手
を
振
り
切

っ

て
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
し
た
。

さ
ら
に

「
蹴
り
方
も
サ
ッ

カ
ー
と
同
じ
。
蹴

っ
た
後

に
重
心
を
前
に
移
す
」
と

説
明
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
慣
れ
な

い
楕
円

（だ
え
ん
）
形
の

ボ
ー
ル
の
動
き
に
戸
惑
い

な
が
ら
も
楽
し
み
な
が
ら

ボ
ー
ル
を
追
い
か
け
た
。

斉
藤
さ
ん

（左
）
か
ら
ア
ド
バ

イ
ス
を
受
け
る
参
加
者
＝
藤
枝

市
の
藤
枝
総
合
運
動
公
園
多
目

的
広
場

斉
藤
さ
ん
は
ラ
グ
ビ
ー

ボ
ー
ル
を
使

っ
た
ス
テ
ッ

プ
練
習
で

「
サ

ッ
カ
ー
と

一
緒
で
有
に
行
こ
う
と
思

っ
て
も
な
か
な
か
行
け
な

い
。
ス
テ
ッ
プ
を
踏
ん
で

豆
力
士

声
援
受
け
熱
戦

焼
津
で
幼
児
相
撲
大
会

第
５
回
焼
津
市
幼
児
相

撲
大
会

（市
相
撲
連
盟
主

催
）
が
１２
日
、
同
市
焼
津

の
市
営
相
撲
場
で
開
か
れ

た
。
同
市
を
中
心
に
幼

・

保
育
園
の
年
長

・
年
中
児

計
７５
人
が
自
熱
し
た
取
組

を
繰
り
広
げ
、
中
村
颯
人

君

（第
二
ゆ
り
か
ご
保
育

所
）
が
優
勝
し
た
。

年
長

ｏ
年
中
児
、
男
女

が

一
緒
に
な

っ
て
争
う
大

会
。
予
選
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

と
敗
者
復
活
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
を
行
い
、
勝
ち
抜
い
た

上
位
１６
選
手
に
よ
る
決
勝

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で
頂
点
を

二朋
っ
た
。

ま
わ
し
を
身
に
着
け
た

園
児
は

「
は

っ
け
よ
い
」

藤枝元ラグビニ日本代表斉藤さん

魚
約
８
万
匹
を
放
流
し
た
＝
写
真

水
産
資
源
の
保
護
が
目
的
で
、
稚

魚
は
県
温
水
利
用
研
究
セ
ン
タ
ー

（同
市
佐
倉
）
が
養
殖
し
た
。
最
終

の
掛
け
声
と
と
も
に
勢
い

よ
く
ぶ
つ
か
り
、
力
い

っ

ぱ
い
に
相
手
を
押
し
た
。

土
俵
際
で
の
攻
防
に
は
、

詰
め
掛
け
た
保
護
者
ら
か

ら
大
き
な
歓
声
と
拍
手
が

起
き
た
。

優
勝
以
下
の
結
果
は
次

の
通
り
。

②
山
下
乃
穏

（焼
津
幼

白
熱
し
た
取
組
を
繰
り
広
げ
る
園
児

‘　
　
　
　
　
　
　
＝
焼
津
市
焼
津
の
市
営
相
撲
場

稚
園
）
③
梅
木
壱
太

全

二
ゆ
り
か
ご
保
育
所
）
〓

波
朔
士
（焼
津
菫二田
幼

園
）
⑤
青
木
菜
南

（み
（

じ
ま
幼
稚
園
）
増
井
大
一

（さ
く
ら
保
育
園
）
葛
一

源
太
（同
）
平
野
瑛
大

（一

ゆ
り
保
育
園
）

藤
枝
市
の
地
域
活
性
¨

団
体

「瀬
戸
谷
生
き
生
一

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
と
瀬
戸
（

温
泉
ゆ
ら
く
（同
市
本
郷

は
・２
日
、
同
温
泉
南
側
一

■
０
０
研
の
畑
で
１３
～
一

日
に
行
う
予
定
だ

っ
た
」

マ
ワ
リ
の
花
摘
み
を
中
＝

す
る
と
発
表
し
た
。
猛
［

の
影
響
で
ほ
と
ん
ど
の
」

マ
ワ
リ
の
花
弁
が
落
ち
一

し
ま

っ
た
の
が
理
由
と
¨

う
。 花 ヒ

摘 マ
み ワ
中 リ
藤 止 の

■士


